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世
界
に
類
の
な
い
都
市

旧
都
心
臨
海
部
の
港
湾
施
設
群

「
大
横
浜
」
の
形
成
と
都
心
部
の
接
収

み
な
と
み
ら
い
2
1
の
歴
史
的
役
割

お
わ
り
に

み
な
と
み
ら
い
2
1
関
連
略
年
表

一
六
〇
一

一
六
五
六

一
七
七
三

一
八
一
九

一
八
三
三

一
八
三
九

一
八
四
〇
―
四
二

一
八
四
二

一
八
四
六
―
四
八

一
八
五
〇

一
八
五
三

一
八
五
四

一
八
五
六

一
八
五
六
―
六
〇

一
八
五
八

一
八
五
九

一
八
六
〇

一
八
六
八

一
八
七
二

一
八
八
九

一
八
九
一

一
八
九
四
―
九
五

一
八
九
七

一
八
九
九

一
九
〇
四
―
〇
五

一
九
一
三

一
九
一
四

一
九
一
四
―
一
九

一
九
一
五

一
九
二
三

一
九
二
八

一
九
三
〇

東
海
道
の
神
奈
川
宿
が
成
立

吉
田
新
田
に
着
手

英
が
イ
ン
ド
を
植
民
地
化

英
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
植
民
地
化

岡
野
新
田
に
着
手

平
沼
新
田
に
着
手

阿
片
戦
争

英
清
南
京
条
約
締
結

メ
キ
シ
コ
戦
争
（
米
が
西
海
岸
に
進
出
）

太
田
屋
新
田
に
着
手

米
ペ
リ
ー
艦
隊
第
一
回
来
日

米
ペ
リ
ー
艦
隊
第
二
回
来
日
．
日
米
和

親
条
約
締
結

米
ハ
リ
ス
が
下
田
に
着
任

第
二
次
阿
片
戦
争

日
米
修
好
通
商
条
約
締
結
（
蘭
・
露
・

英
・
仏
と
も
）

横
浜
開
港
、
東
海
道
か
ら
平
沼
新
田
・

吉
田
新
田
等
を
経
て
横
浜
道
が
完
成

神
奈
川
台
場
竣
工

大
政
奉
還
（
明
治
維
新
）

東
京
－
横
浜
間
の
鉄
道
開
業

横
浜
市
政
施
行
、
東
海
道
本
線
開
業

横
浜
船
渠
会
社
が
発
足

日
清
戦
争

横
浜
船
渠
の
二
号
ド
ッ
ク
完
成

横
浜
居
留
地
撤
廃

日
露
戦
争

旧
国
鉄
高
島
ヤ
ー
ド
に
荷
扱
所
を
設
置

新
港
埠
頭
完
成

第
一
次
世
界
大
戦

二
代
目
横
浜
駅
開
業
、
初
代
横
浜
駅
は

桜
木
町
駅
に

関
東
大
震
災

三
代
目
横
浜
駅
開
業

高
島
埠
頭
一
号
桟
橋
完
成
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５
一
世
界
に
類
の
な
い
都
市

惨
状
を
、
我
が
国
で
繰
り
返
す
こ
と
だ
け
は
回
避
し

た
い
と
望
み
、
ア
メ
リ
カ
が
反
対
し
た
横
浜
開
港
を

強
行
し
、
九
万
両
を
投
人
し
て
横
浜
居
留
地
を
建
設

し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
植
民
地
や
敗
戦
条
約

国
で
は
、
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
不
可
能
な
こ
と

で
あ
っ
た
。
近
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
世
界
で
、

欧
米
列
強
に
向
か
っ
て
開
か
れ
た
港
の
中
で
ほ
と
ん

ど
唯
一
、
横
浜
だ
け
が
、
列
強
に
対
抗
し
て
自
国
の

主
権
を
守
ろ
う
と
す
る
明
確
な
国
家
意
志
に
よ
っ
て

建
設
さ
れ
た
。
横
浜
が
世
界
の
ど
の
都
市
に
も
似
て

い
な
い
理
由
の
根
源
は
、
お
そ
ら
く
そ
こ
に
発
す
る

の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
が

な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
横
浜
の
都
心
部
が
二
分
さ
れ

る
こ
と
は
な
く
、
み
な
と
み
ら
い
2
1
が
計
画
さ
れ
る

必
然
性
も
ま
た
、
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

６
一
旧
都
心
臨
海
部
の
港
湾
施
設
群

　
前
回
は
、
幕
末
の
開
港
に
ま
つ
わ
る
国
際
関
係
の

中
で
「
神
奈
川
」
と
「
横
浜
」
の
問
題
を
中
心
に
述

べ
た
が
、
そ
の
背
景
に
も
う
一
歩
踏
み
こ
む
。

　
横
浜
市
立
大
学
の
加
藤
祐
三
学
長
に
よ
る
と
「
講

座
〝
「
黒
船
」
と
現
在
〟
）
、
十
九
世
紀
半
ば
の
世
界

に
お
い
て
、
欧
米
列
強
（
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、

オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
な
ど
）
の
侵
攻
を
受
け
た
国
々
は
、
大
別

す
る
と
三
つ
の
運
命
を
辿
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ひ
と

つ
は
、
植
民
地
と
し
て
国
家
の
主
権
が
失
わ
れ
る
と

い
う
途
で
あ
り
、
今
日
の
独
立
国
の
大
半
は
、
当
時

こ
の
よ
う
な
運
命
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
二
つ
め
は
、

敗
戦
に
よ
っ
て
賠
償
金
や
領
土
を
奪
わ
れ
た
揚
げ
句
、

不
平
等
条
約
の
締
結
を
強
制
さ
れ
る
と
い
う
途
で
、

植
民
地
と
違
っ
て
国
家
は
存
続
す
る
が
、
列
強
に
対

す
る
従
属
関
係
を
強
い
ら
れ
た
。
三
つ
め
が
、
戦
争

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
交
渉
に
よ
っ
て
通
商
条
約

の
締
結
に
至
っ
た
国
で
あ
る
。
条
約
が
不
平
等
な
も

の
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
賠
償
金
や
領
土
を

取
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
国
家
の
主
権
は
保
た
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
三
つ
め
の
途
を
辿
っ
た
国
は
、
世

界
中
で
日
本
と
タ
イ
の
二
か
国
し
か
な
い
と
い
う
。

　
江
戸
幕
府
は
、
列
強
進
出
の
脅
威
の
中
で
、
植
民

地
と
化
し
た
イ
ン
ド
や
阿
片
戦
争
に
敗
れ
た
中
国
の

　
関
内
地
区
と
横
浜
駅
周
辺
地
区
と
に
挟
ま
れ
た
地

域
（
つ
ま
り
、
現
在
の
、
み
な
と
み
ら
い
2
1
地
区
）

は
、
明
治
以
降
、
ど
の
よ
う
な
発
展
の
途
を
歩
ん
で

き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
今
日
で
は
、
紅
葉
坂
を
下
り
る
と
す
ぐ
に
電
車
の

ガ
ー
ド
を
く
ぐ
っ
て
、
み
な
と
み
ら
い
2
1
地
区
に
直

結
す
る
が
、
幕
末
の
開
港
当
時
、
紅
葉
が
丘
の
下
は
、

す
ぐ
海
だ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
横
浜
村
は
、
神
奈
川

宿
か
ら
わ
ず
か
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
で
も
、

「
辺
鄙
で
人
煙
希
薄
」
と
言
わ
れ
、
開
港
場
に
選
ば

れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
東
京
・
横
浜
間
の
鉄

道
は
、
海
岸
線
を
縫
う
よ
う
に
建
設
す
る
し
か
な
か
っ

た
の
で
あ
っ
た
。
開
港
の
後
も
、
こ
の
ヨ
コ
ハ
マ
・

ペ
イ
の
最
奥
部
に
あ
た
る
地
域
は
、
背
後
に
丘
が
迫
っ

て
海
に
向
か
う
ほ
か
な
く
、
埋
立
と
施
設
建
設
を
繰

り
返
し
な
が
ら
、
港
と
の
関
連
で
発
展
す
る
こ
と
に

な
る
。

　
貿
易
・
海
運
が
盛
ん
に
な
る
に
伴
っ
て
、
港
湾
関

連
施
設
の
必
要
性
が
高
ま
っ
た
。
ひ
と
つ
は
、
船
舶

の
建
造
と
修
理
の
た
め
の
船
渠
（
ド
ッ
ク
）
で
あ
る
。

原
・
茂
木
・
平
沼
と
い
っ
た
当
時
の
横
浜
経
済
の
実

力
者
た
ち
の
運
動
に
よ
り
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八

九
二
、
横
浜
船
渠
会
社
が
発
足
し
た
。
そ
の
敷
地

は
、
明
治
二
十
二
年
か
ら
着
工
さ
れ
た
埋
立
地
で
、

明
治
三
十
年
の
二
号
ド
ッ
ク
完
成
、
三
十
二
年
の
一

号
ド
ッ
ク
完
成
に
よ
っ
て
、
本
格
的
に
造
船
事
業
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
二
号
ド
ッ
ク
こ
そ
が
、
現
在
、

横
浜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
の
足
元
に
重
要
文
化
財

と
し
て
横
た
わ
る
ド
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ガ
ー
デ
ン
の
前
身

で
あ
る
。
そ
の
後
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
に
三

菱
重
工
に
吸
収
さ
れ
る
等
の
曲
折
を
経
て
、
戦
後
の

高
度
経
済
成
長
期
に
至
る
ま
で
、
我
が
国
の
造
船
業

の
中
心
施
設
と
し
て
活
躍
し
、
か
つ
て
横
浜
市
民
は

「
ド
ッ
ク
」
と
言
え
ば
、
桜
木
町
駅
の
ホ
ー
ム
か
ら

５６７８９

安
政
の
開
港
、

平
成
の
邂
逅

み
な
と
み
ら
い
2
1
を
め
ぐ
る
歴
史
的
背
景

村
田
和
義

②



見
渡
す
広
大
な
造
船
所
の
無
数
に
林
立
す
る
巨
大
ク

レ
ー
ン
を
、
誰
も
が
思
い
描
い
た
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
明
治
中
期
に
港
湾
関
連
施
設
と
し

て
必
要
性
が
高
ま
っ
た
の
は
、
海
運
と
鉄
道
と
の
直

結
で
あ
っ
た
。
貨
物
線
の
駅
を
備
え
た
大
規
模
埠
頭

と
し
て
、
新
港
埠
頭
は
、
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九

九
）
建
設
に
着
手
さ
れ
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）

に
竣
工
し
た
。
そ
れ
に
先
立
っ
て
明
治
四
十
四
年

（
一
九
一
一
）
に
は
、
横
浜
港
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

「
ハ
マ
の
赤
レ
ン
ガ
」
の
愛
称
で
今
も
親
し
ま
れ
る
、

全
長
約
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
赤
煉
瓦
倉
庫
が
完
成
し

た
。
ま
た
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
に
埋
立
が
完

成
し
た
旧
国
鉄
高
島
ヤ
ー
ド
部
に
は
、
翌
二
年
に
高

島
荷
扱
所
（
後
の
高
島
貨
物
駅
）
が
設
け
ら
れ
、
新

港
埠
頭
ま
で
を
結
ぶ
貨
物
線
が
開
業
し
た
。
最
新
の

ト
ラ
ス
橋
を
繋
い
で
運
河
を
渡
り
、
新
港
埠
頭
に
乗

り
入
れ
た
鉄
道
線
路
の
姿
は
、
今
日
、
み
な
と
み
ら

い
2
1
中
央
地
区
と
新
港
地
区
と
を
結
ぶ
海
上
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
「
汽
車
道
」
に
、
そ
の
面
影
が
残
る
。
昭
和

に
入
っ
て
、
旧
国
鉄
高
島
ヤ
ー
ド
部
に
隣
接
し
て
、

高
島
埠
頭
の
建
設
が
始
ま
る
。
昭
和
五
年
（
一
九
三

〇
）
に
高
島
埠
頭
一
号
桟
橋
が
竣
工
、
八
年
（
一
九

三
三
）
に
は
二
号
桟
橋
が
竣
工
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
造
船
所
、
埠
頭
、
貨
物
駅
は
、
横
浜
港

の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
き
た
が
、
一
方
で
そ
の
存

在
は
海
岸
線
を
市
民
か
ら
遠
い
も
の
と
し
、
商
業
・

業
務
・
文
化
等
に
係
わ
る
人
の
流
れ
を
分
断
し
、
い

わ
ゆ
る
「
二
分
さ
れ
た
都
心
部
」
の
問
題
を
第
二
次

大
戦
後
に
至
る
ま
で
未
解
決
の
ま
ま
放
置
す
る
結
果

に
も
繋
が
っ
た
。
海
側
を
こ
れ
ら
巨
大
港
湾
施
設
に
、

陸
側
を
野
毛
・
紅
葉
が
丘
の
丘
陵
に
よ
っ
て
分
断
さ

れ
た
横
沢
都
心
部
は
、
ミ
ナ
ト
・
ヨ
コ
ハ
マ
を
国
内

交
通
か
ら
分
離
し
た
い
時
代
に
は
関
内
地
区
（
か
つ

て
の
「
横
浜
」
）
を
重
視
し
、
国
内
交
通
と
直
結
さ

せ
た
い
時
代
に
は
横
浜
駅
周
辺
地
区
（
か
つ
て
の

「
神
奈
川
」
）
を
重
視
し
て
き
た
国
を
挙
げ
て
の
御
都

合
主
義
の
た
め
に
、
揺
れ
動
い
て
き
た
の
だ
っ
た
。

７
一
　
「
大
横
浜
」
の
形
成
と
都
心
部
の
接
収

　
明
治
二
十
二
年
（
二
八
八
九
）
に
市
制
を
施
行
し

た
「
横
浜
市
」
は
、
ほ
ぼ
現
在
の
中
区
・
西
区
に
あ

た
る
地
域
に
過
ぎ
な
い
。
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇

一
）
の
第
一
次
市
域
拡
張
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九

一
一
）
の
第
二
次
市
域
拡
張
を
経
て
、
よ
う
や
く
現

在
の
神
奈
川
区
・
南
区
・
磯
子
区
あ
た
り
が
市
域
に

加
わ
っ
た
も
の
の
、
大
正
末
期
、
六
大
都
市
（
東
京
・

大
阪
・
京
都
・
神
戸
・
名
古
屋
・
横
浜
）
の
中
で
、

横
浜
は
人
口
・
面
積
と
も
最
下
位
で
あ
っ
た
。

　
震
災
復
興
事
業
に
あ
た
っ
て
、
周
辺
の
農
村
地
域

等
を
広
く
合
併
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
単
純
に
人
口
・

面
積
の
増
大
を
図
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
復
興

事
業
の
中
で
工
業
化
の
推
進
、
水
道
・
道
路
な
ど
都

市
基
盤
の
復
旧
・
拡
充
と
い
っ
た
広
域
的
な
課
題
へ

の
対
応
が
重
要
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）

第
三
次
拡
張
と
区
制
施
行
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三

六
）
第
四
次
拡
張
、
翌
十
二
年
五
次
拡
張
、
そ
し
て

昭
和
十
四
年
に
は
、
最
も
大
規
模
な
第
六
次
市
域
拡

張
が
実
施
さ
れ
、
現
在
あ
る
横
浜
市
の
市
域
が
ほ
ぼ

確
定
し
た
。
第
六
次
拡
張
で
、
市
域
の
面
積
は
一
挙

に
倍
増
し
、
昭
和
七
年
に
成
立
し
た
「
大
東
京
」
に

次
ぐ
広
大
な
市
域
と
な
っ
た
。
「
大
横
浜
」
の
完
成

で
あ
る
。

　
大
横
浜
を
生
ん
だ
背
景
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
地
域

の
都
市
化
が
あ
げ
ら
れ
る
。
鉄
道
輸
送
力
の
強
化
や

震
災
復
興
事
業
の
進
展
に
つ
れ
て
、
周
辺
地
域
の
住

宅
地
化
か
進
み
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
と
し
て
発
展
を
遂

げ
た
横
浜
駅
に
集
ま
る
人
の
流
れ
が
形
成
さ
れ
た
。

戦
時
期
に
入
る
と
、
軍
関
係
を
筆
頭
と
し
て
工
業
化

が
さ
ら
に
進
展
し
、
労
働
者
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ

た
。
首
都
東
京
と
軍
都
横
須
賀
と
の
間
に
位
置
し
、

最
大
の
貿
易
港
で
あ
る
横
浜
の
都
市
化
を
推
進
す
る

こ
と
は
、
戦
時
体
制
に
お
け
る
国
家
的
要
請
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
市
域
に
編
入
さ
れ
た
広
大

な
郊
外
部
は
、
や
が
て
第
二
次
大
戦
が
終
わ
り
、
高

度
経
済
成
長
期
に
至
っ
て
、
巨
大
な
住
宅
地
群
と
し

て
人
口
の
急
増
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
一
方
、
都
心
部
は
、
関
東
大
震
災
と
第
二
次
大
戦

の
大
空
襲
に
よ
っ
て
、
二
度
の
壊
滅
的
打
撃
を
受
け

た
が
、
さ
ら
に
長
期
に
わ
た
っ
て
打
撃
を
与
え
た
の

が
、
戦
後
の
接
収
で
あ
る
。

　
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
十
五
日
、
無
条

件
降
伏
を
告
げ
る
「
玉
音
放
送
」
の
陰
で
日
本
政
府

は
、
連
合
国
軍
を
横
浜
で
く
い
止
め
「
帝
都
」
東
京

に
は
一
兵
も
入
れ
な
い
方
針
を
立
て
、
八
月
二
十
一

日
、
神
奈
川
県
知
事
に
占
領
軍
の
受
け
入
れ
を
命
令

一
九
三
九

一
九
四
一
―
四
五

一
九
四
五

一
九
五
二

一
九
六
四

一
九
六
九

一
九
七
八

一
九
八
〇

一
九
八
一

一
九
八
三

一
九
八
四

一
九
八
五

図一１　市域拡張のあゆみ

一
　
自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
・
連
載
②
安
政
の
開
港
、
平
成
の
邂
逅
―
み
な
と
み
ら
い
2
1
を
め
ぐ
る
歴
史
的
背
景

一
九
九
三

一
九
九
七

第
六
次
市
域
拡
張
で
「
大
横
浜
」
完
成

第
二
次
世
界
大
戦

横
浜
大
空
襲
、
連
合
国
軍
接
収
開
始

大
桟
橋
接
収
解
除

東
海
道
新
幹
線
開
業
、
根
岸
線
桜
木
町

～
磯
子
間
延
伸

横
浜
市
六
大
事
業
（
①
都
心
部
強
化
、

②
金
沢
地
先
埋
立
、
③
港
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
建
設
、
④
地
下
鉄
建
設
、
⑤
高
速

道
路
建
設
、
⑥
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
建
設
）

に
着
手

本
牧
埠
頭
完
成

横
浜
市
都
心
臨
海
部
総
合
整
備
計
画
調

査
委
員
会
（
八
十
島
義
之
助
委
員
長
）

発
足

三
菱
重
工
横
浜
造
船
所
の
移
転
決
定

都
心
臨
海
部
総
合
整
備
基
本
計
画
「
み

な
と
み
ら
い
2
1
」
を
発
表

み
な
と
み
ら
い
2
1
事
業
着
工

首
都
高
横
羽
線
、
新
山
下
ま
で
開
通

横
浜
市
の
昼
夜
間
人
口
比
が
九
〇
％
を

割
る
、
横
浜
市
の
人
口
三
百
万
人
を
突

破横
浜
開
港
百
三
十
周
年
・
市
政
百
周
年

「
横
浜
博
覧
会
」
開
催
、
横
浜
ベ
イ
ブ

リ
ッ
ジ
開
通

横
浜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
完
成

ク
イ
ー
ン
ズ
ス
ク
エ
ア
横
浜
完
成
（
ク

イ
ー
ン
軸
沿
い
の
開
発
が
完
成
）※町村名についこは、概ね編入

　当時のものである。
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し
た
。
八
月
二
十
八
日
、
ア
メ
リ
カ
の
占
領
軍
が
厚

木
に
や
っ
て
き
た
。
三
十
日
に
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元

帥
が
到
着
し
、
占
領
軍
は
横
浜
に
進
駐
し
た
。
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
は
山
下
町
の
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド

に
宿
泊
し
、
税
関
ビ
ル
に
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総

合
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
を
置
い
た
。
横
浜
に
は
三
万

人
の
占
領
軍
が
日
本
占
領
の
本
拠
地
と
し
て
上
陸
し

た
。

　
日
本
敗
戦
に
よ
っ
て
、
「
帝
都
」
東
京
を
守
る
楯

と
し
て
真
っ
先
に
敵
の
銃
□
の
前
に
突
き
出
さ
れ
る
、

と
い
う
横
浜
の
役
割
が
白
日
の
下
に
晒
さ
れ
た
。
外

敵
の
侵
略
を
横
浜
で
く
い
止
め
、
東
京
を
守
る
。
そ

れ
は
、
通
商
条
約
に
よ
っ
て
開
港
し
て
以
来
、
ず
っ

と
横
浜
が
負
わ
さ
れ
て
き
た
宿
命
で
あ
っ
た
。
幕
末

の
開
港
か
ら
百
年
近
い
歳
月
を
経
た
二
十
世
紀
の
半

ば
、
沖
縄
に
鉄
の
暴
風
雨
が
降
り
注
ぎ
、
広
島
・
長

崎
が
人
類
史
上
初
の
核
兵
器
に
よ
っ
て
壊
滅
さ
せ
ら

れ
た
時
、
日
本
政
府
は
国
家
存
亡
を
賭
け
た
ギ
リ
ギ

リ
の
選
択
と
し
て
、
再
び
「
横
浜
占
領
や
む
な
し
」

の
途
を
選
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

　
結
果
的
に
は
「
東
京
に
は
一
兵
も
入
れ
な
い
」
と

い
う
方
針
は
脆
く
も
崩
れ
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
九
月
十
五
日

に
日
比
谷
の
第
一
生
命
ビ
ル
に
移
っ
た
。
し
か
し
、

横
浜
が
日
本
占
領
の
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
に
変
わ
り

は
な
い
。
昭
和
二
十
年
末
に
は
、
占
領
軍
の
約
十
万

人
の
兵
士
が
横
浜
に
進
駐
し
、
そ
の
た
め
に
接
収
さ

れ
た
土
地
は
市
街
地
の
二
七
％
に
上
っ
た
。
建
物
は
、

関
内
地
区
を
中
心
に
都
心
部
の
焼
け
残
っ
た
ビ
ル
が

小
・
中
学
校
に
至
る
ま
で
接
収
さ
れ
た
。
港
湾
施
設

は
約
九
〇
％
が
接
収
さ
れ
た
。
沖
縄
を
除
く
全
国
の

接
収
土
地
の
約
七
〇
％
、
接
収
建
物
の
約
六
〇
％
は

横
浜
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
高
島
埠
頭
が
よ

写真一１　横浜壊滅…昭和20年５月29日の大空襲う
や
く
接
収
解
除
さ
れ
、
翌
二
十
六
年
に
は
接
収
解

除
の
た
め
の
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
て
、
二
十
七
年

の
大
桟
橋
接
収
解
除
以
降
、
昭
和
四
十
年
代
の
半
ば

に
至
る
ま
で
ほ
ぼ
毎
年
、
何
ら
か
の
施
設
が
接
収
解

除
さ
れ
た
が
、
今
日
も
な
お
解
除
さ
れ
な
い
施
設
が

市
内
に
は
残
存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
と
し
て

横
浜
都
心
部
は
、
「
二
分
」
と
い
う
問
題
に
加
え
て
、

そ
も
そ
も
都
市
機
能
の
集
積
が
不
十
分
で
あ
る
と
い

う
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
負
わ
さ
れ
た
。

　
『
世
界
国
勢
図
会
9
7
／
9
8
』
（
国
勢
社
）
の
「
各

国
の
大
都
市
人
口
」
に
よ
る
と
、
世
界
に
は
人
口
三

百
万
を
超
え
る
大
都
市
が
四
十
九
存
在
す
る
。
そ
の

う
ち
二
つ
以
上
を
有
す
る
国
は
、
日
本
（
東
京
、
横

浜
）
の
ほ
か
中
国
（
上
海
、
北
京
、
広
州
、
重
慶
な

ど
十
八
都
市
）
、
韓
国
（
ソ
ウ
ル
、
釜
山
）
、
イ
ン
ド

（
デ
リ
ー
、
マ
ド
ラ
ス
、
ボ
ン
ベ
イ
、
カ
ル
カ
ッ
タ
）
、

ロ
シ
ア
（
モ
ス
ク
ワ
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
）
、

エ
ジ
プ
ト
（
カ
イ
ロ
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
）
、
ア

メ
リ
カ
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）
、
ブ

ラ
ジ
ル
（
サ
ン
パ
ウ
ロ
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
）
、

表－1　都市機能集積の立ち遅れとベッドタウン化

都心部

・安政６年（1859）の開港以来140年足ら

　ずの歴史で、そもそも都市としての蓄

　積が浅い。

・関東大震災（大正12年＝1923）と空襲

　（昭和20年= 1945）の２度にわたって、

　都心部は壊滅的な打撃を受けている。

・第２次大戦後、都心部の土地及び焼け

　残った建物が長期間、連合国軍によっ

　て接収され、復興が阻害された。

郊外部

・昭和前半に大規模な市域拡張を強行し、

　郊外の農村部を編入したが、その後郊

　外部の機能集積が進まなかったため、

　全体としてバランスを欠いている。

・戦後の高度経済成長期に郊外部の住宅

　開発が進み、主として東京方面への就

　業者世帯を中心に人口が急増した。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
シ
ド
ニ
ー
、
メ
ル
ボ
ル
ン
）
の

九
か
国
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
都
市
は
、
上
海
―
蘇
州
―

無
錫
な
ど
数
少
な
い
例
外
を
除
い
て
、
国
内
各
方
面

の
中
核
都
市
と
し
て
点
在
し
て
お
り
、
双
方
の
都
心

部
が
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
に
近
接
し
て
い
る
と

い
う
の
は
、
東
京
と
横
浜
だ
け
で
あ
る
。
「
都
市
」

の
概
念
が
国
に
よ
っ
て
著
し
く
異
な
る
た
め
、
単
純

な
比
較
は
で
き
な
い
も
の
の
、
こ
う
し
た
事
実
か
ら

推
測
さ
れ
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
横
浜
は
世
界
最
大

級
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

　
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
市
民
生

活
や
市
財
政
が
今
も
被
っ
て
い
る
影
響
を
端
的
に
示

す
デ
ー
タ
を
下
段
に
表
記
す
る
に
止
め
る
。
極
論
を

言
え
ば
、
幕
末
以
来
、
日
本
及
び
首
都
東
京
に
と
っ

て
都
合
の
よ
い
都
市
を
造
ろ
う
と
し
て
き
た
国
家
的

努
力
の
帰
結
が
、
世
界
最
大
級
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

８
一
み
な
と
み
ら
い
2
1
の
歴
史
的
役
割

市域の人口、昼夜間人口比、流出超過人口の推移表－２

昭和30年
(1955)

昭和35年

(1960)

昭和40年
(1965)

昭和45年
(1970)

昭和卵年
(1975)

市域の
人　　□

1,143,687 1,375,710 1,788,915 2,238,264 2,621,771

昼夜間
人口比

99.4% 96.5% 93.7% 91.7% 90.6％

流出超過
人　　口

6,665 48,662 112,518 185,550 245,777

昭和55年
(1980)

昭和6吽
(1985)

平成２年
　(1990)

平成７年
　(1995)

3,307,136

　89.7%

　339,836

市域の
人　　口

2,773,674 2,992,926 3,220,331

昼夜間
人口比

90.6% 89.6% 88.7%

流出超過

人　　□
260,050 309,800 362,943

表－3　昼夜間人口比と通勤・通学時間、トンプソン指数（他都市比較）

世界最大級のベッドタウン横浜は、他の大都市と比較すると、昼夜間人口比率は最低レベ

ル、唯一１時間を超える通勤・通学時間、商業も他都市に依存。

横浜市札幌市仙台市千葉市
東京都
　23区 川崎市名古屋市京都市大阪市神戸市広島市北九州市 福岡市

昼夜間人口比率

平成7年10月１日

国勢調査

89.7 102.0 109.3 96.9 141.0 88.8 118.6 110.1 146.5 105.0 104.0 103.9 115-.5

平均通勤･通学時間

平成3年10月１日

社会生活基本調査

1時間
　5分

35分 35分 47分 46分 52分 38分 35分 43分 42分 35分 37分 36分

トンプソン指数関

平成5年7月～6年6月

大都市比較統計年表

0.98 1.17 1.24 1.11 1.48 0.84 1.39 1.37 1.68 1,17 1.30 1.06 1.27

※トンプソン指数＝(当該都市の年間商品販売額÷当該都市の人口)／(全国の年間商品販売額÷全国の人口)
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
東
海
道
新
幹
線
開
業
を
翌

年
に
控
え
た
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
に
、
本

牧
埠
頭
が
着
工
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
年
、
横
浜
市
は

六
大
事
業
の
ひ
と
つ
に
「
都
心
部
強
化
」
を
掲
げ
て
、

歴
史
的
ハ
ン
デ
ィ
の
克
服
に
乗
り
出
す
。
大
阪
万
国

博
覧
会
の
開
催
を
翌
年
に
控
え
、
全
国
の
学
園
が
闘

争
に
揺
れ
て
い
た
昭
和
四
十
四
年
、
本
牧
埠
頭
が
完

成
し
、
横
浜
港
は
本
格
的
な
コ
ン
テ
ナ
時
代
を
迎
え

た
。
そ
れ
は
同
時
に
、
明
治
中
期
か
ら
昭
和
初
期
に

か
け
て
整
備
さ
れ
、
戦
前
の
横
浜
港
の
発
展
を
支
え

て
き
た
諸
施
設
が
、
す
で
に
そ
の
役
割
を
終
え
つ
つ

あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

　
都
心
臨
海
部
の
再
生
…
。
昔
日
の
栄
光
を
今
に

伝
え
る
巨
大
な
遺
構
が
、
新
世
紀
の
繁
栄
の
シ
ン
ボ

ル
と
と
も
に
静
か
に
瞑
る
未
来
都
市
を
、
こ
の
時
、

時
代
は
予
感
し
た
の
で
あ
る
。

　
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
横
浜
市
は
、
前
年

に
三
菱
重
工
横
浜
造
船
所
の
移
転
が
決
定
し
た
こ
と

写真－２　昭和55年当時の都心臨海部の空撮

が
完
成
し
た
敷
地
が
約
七
割
、
施
設
建
設
が
進
ん
で

い
る
敷
地
が
四
割
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
「
就
業
人

口
十
九
万
人
、
居
住
人
口
一
万
人
」
の
目
標
に
対
し

て
約
四
万
人
の
働
く
場
が
実
現
し
て
い
る
。

　
今
後
、
グ
ラ
ン
モ
ー
ル
軸
に
沿
っ
て
横
浜
駅
方
面

に
、
開
発
は
進
ん
で
い
く
。
安
政
の
開
港
に
ま
つ
わ

る
日
米
間
の
駆
け
引
き
に
端
を
発
し
て
、
日
本
の
近

代
化
の
歩
み
の
中
で
翻
弄
さ
れ
て
き
た
二
つ
の
都
心

部
が
、
み
な
と
み
ら
い
2
1
に
よ
っ
て
平
成
の
世
に
邂

逅
す
る
。
そ
れ
は
、
世
界
の
ど
の
都
市
も
辿
っ
た
こ

と
の
な
い
数
奇
な
運
命
の
終
着
点
で
あ
り
、
だ
か
ら

こ
そ
、
歴
史
の
傷
痕
を
類
い
の
な
い
魅
力
に
変
え
て

い
く
契
機
と
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

９
一
お
わ
り
に

を
受
け
て
、
都
心
臨
海
部
の
総
合
整
備
計
画
と
し
て

「
み
な
と
み
ら
い
2
1
」
計
画
を
発
表
し
た
。
こ
の
計

画
の
主
な
背
景
と
し
て
、
①
横
浜
の
都
心
部
は
関
内

地
区
と
横
浜
駅
周
辺
地
区
と
に
二
分
さ
れ
て
お
り
、

業
務
・
商
業
・
文
化
等
の
機
能
集
積
が
弱
い
た
め
、

都
市
と
し
て
の
自
立
性
が
低
い
こ
と
、
②
全
市
的
に

就
業
の
場
が
少
な
く
、
就
業
人
口
が
居
住
人
口
に
比

べ
て
低
い
と
い
う
都
市
構
造
の
歪
み
が
極
端
で
あ
る

こ
と
、
③
東
京
へ
の
一
極
集
中
を
是
正
す
る
た
め
、

首
都
圏
の
業
務
機
能
を
分
担
す
る
受
け
皿
が
必
要
だ
っ

た
こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。
①
、
②
は
、
横
浜
開
港

以
来
、
首
都
東
京
に
都
合
の
よ
い
横
浜
を
造
ろ
う
と

し
つ
づ
け
た
こ
と
に
よ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
こ

こ
で
解
決
し
、
横
浜
の
真
の
自
立
を
勝
ち
取
ろ
う
と

し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
③
は
相
変
わ
ら

ず
首
都
東
京
に
都
合
の
よ
い
横
浜
を
目
指
す
も
の
だ

が
、
時
代
が
変
わ
っ
て
、
「
東
京
に
都
合
の
よ
い
」

と
い
う
中
身
が
変
わ
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
東
京
に

都
合
の
よ
い
と
い
う
本
質
を
維
持
し
つ
つ
、
過
去
の

「
都
合
の
よ
さ
」
ゆ
え
の
歪
み
を
同
時
に
是
正
し
よ

う
と
い
う
、
巧
み
な
計
画
を
立
て
た
。
首
都
東
京
と

の
自
立
し
た
共
存
共
栄
の
関
係
を
作
る
た
め
、
み
な

と
み
ら
い
2
1
計
画
は
、
ひ
と
つ
の
解
答
を
示
し
た
も

の
と
言
え
よ
う
。

　
開
港
百
三
十
周
年
を
祝
賀
し
た
平
成
元
年
（
一
九

八
九
）
の
横
浜
博
覧
会
終
了
後
、
み
な
と
み
ら
い
2
1

地
区
で
は
、
桜
木
町
駅
前
の
動
く
歩
道
か
ら
パ
シ
フ
ィ

コ
横
浜
に
至
る
ク
イ
ー
ン
軸
に
沿
っ
て
、
先
導
的
な

開
発
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
平
成
ヒ
ト
ケ
タ
の

激
動
の
中
、
五
年
（
一
九
九
三
）
の
横
浜
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
タ
ワ
ー
に
引
き
続
き
、
九
年
（
一
九
九
七
）
夏
、

ク
イ
ー
ン
ズ
ス
ク
エ
ア
横
浜
の
竣
工
に
よ
っ
て
、
ク

イ
ー
ン
軸
の
開
発
は
完
成
し
た
。
現
在
、
基
盤
整
備

　
み
な
と
み
ら
い
2
1
計
画
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
十
五
年

以
上
の
歳
月
が
流
れ
、
こ
の
地
域
に
は
か
つ
て
造
船

所
や
埠
頭
、
貨
物
駅
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
多
く
は
埋

め
立
て
ら
れ
た
場
所
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な

い
人
も
増
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
本
市
職
員
と
い
え

ど
も
例
外
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
本
論
は
、
大
部
分
が

『
港
町
横
浜
の
都
市
形
成
史
』
（
昭
和
五
十
六
年
・
横

浜
市
企
画
調
整
局
発
行
）
や
『
図
説
・
横
浜
の
歴
史
』

（
平
成
元
年
・
横
浜
市
市
民
局
発
行
）
、
『
横
浜
―
い

ま
／
む
か
し
』
（
平
成
二
年
・
横
浜
市
立
大
学
発
行
）

の
受
け
売
り
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
う
し
た
書
物
を
知

ら
な
い
若
い
人
も
多
い
と
思
い
（
各
職
場
の
書
棚
に

眠
っ
て
い
る
と
思
う
。
若
い
人
は
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て

み
て
ほ
し
い
）
、
諸
先
輩
方
の
業
績
に
感
謝
し
つ
つ

執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

〈
都
市
計
画
局
み
な
と
み
ら
い
2
1
推
進
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
画
推
進
課
担
当
係
長
〉

一
　
自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
・
連
載
②
安
政
の
開
港
、
平
成
の
邂
逅
Ｉ
み
な
と
み
ら
い
2
1
を
め
ぐ
る
歴
史
的
背
景

図一２　大都市の市民税の税収構造比較（平成８年度）現在のみなとみらい21地区空撮写真一３
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